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2019年５月 23日 

第 32回『第一生命サラリーマン川柳コンクール』ベスト 10発表！ 

平成最後の第１位は 「働き方改革」を投影した一句！ 

「ノー残業」の普及で、“ちょっと一杯”のスタート時間も夕暮れ時に前倒し 

全国のサラリーマンが共感した現代の誘い文句は、、、 

「五時過ぎた カモンベイビー ＵＳＡ
う さ

ばらし」 

 

 第一生命保険株式会社（社長：稲垣 精二）は、2018年９月から 10月にかけて、全国の幅広い世代の皆

さまを対象に募集した第 32 回『第一生命サラリーマン川柳コンクール』を実施し、2019 年１月に全国優秀

100句を発表しました。それらの作品を対象に、昨年を大きく上回る10万７千名のサラ川ファンの投票によ

りベスト 10が決定しました。 

 2018 年通常国会で「働き方改革関連法案」が成立したことを受け、平成最後となる今回のサラ川では

「働き方改革」をテーマとした川柳が多く見受けられました。「再雇用」など一億総活躍社会に向けた取り組

みは現場で働くサラリーマンにとって悲喜こもごもあるようです。また、パソコンやスマホで手軽にモノを人

と共有できる「メルカリ」等のシェアリングエコノミーが普及し、初のベスト 10入りを果たしました！ 
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■第 32 回サラリーマン川柳コンクール 全国投票結果（ベスト 10） 

 

 

■年代別でみるサラ川ベスト３！ 

 今回の投票結果を年代別に集計してみると、若い頃に長時間働いていたであろう 40 代以上は、「ノー残業」

に戸惑う句が上位にランクインしました。一方、比較的「ノー残業」が定着した 20代・30代は、５時を心待ちに

する句がランクインするなど、世代間のコントラストが浮き彫りになりました。 

 

※インターネット経由の投票数を元に算出。 
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確かに、労働者の労働時間は平成初期から継続して減少しており、これも「働き方改革｣の成果と言えるか

もしれません。 

  
資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」 

(注)  １.事業所規模 30 人以上。 

    ２.数値は、年度平均月間値を 12 倍し、少数点以下第１位を四捨五入したものである。 

    ３.所定外労働時間は、総実労働時間から所定内労働時間を引いて求めた。 

    ４.昭和 58年以前の数値は、各月次の数値を合算して求めた。 

 

その一方、20代・30代では第２位にランクインしたように、サラ川でも徐々に「イクメン」ワードがベスト 100

句の常連単語になりつつあります。しかし、男性の家事・育児参加時間は依然として低水準で推移し、2020年

の目標「150分/日」にはまだまだ届いていません。少子高齢化が進む日本において、「令和」の時代には社会

でどれだけ「イクメン」を育てられるか、まさに一億総活躍社会の実現に向けての取り組みが益々注目されそう

です！ 

６歳未満の子どもをもつ夫の家事・育児関連時間（１日当たりの内訳） 

 
資料出所：内閣府「男女共同参画白書」 

(注)  １.総務省「社会生活基本調査」 

    ２.家事・育児関連時間は、「家事」、「介護・看護」、「育児」、「買い物」の合計（週全体）。 
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第一生命ホームページでは、漫画家やくみつるさん・川柳作家やすみりえさんからの総評に加えて、ベスト

10作品の投票理由や得票数の男女支持率も併せて掲載しています。 

【第一生命サラリーマン川柳ホームページ】 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html 

 

■スクール版サラ川 2019！「小中学生サラ川選手権」開催！ 

今年も７～９月に小学校１～６年生・中学校１～３年生を対象

に、友達のこと・勉強・部活・恋など「学校生活」をテーマにした句

を募集します。EXILE ÜSA さんも小中学生のみなさんを応援しま

す！ 

学校の夏休みの宿題にも活用いただける内容となっています

ので、学校単位での参加もお待ちしています。詳細は、お近くの

第一生命もしくは担当の生涯設計デザイナーまでお問い合わせく

ださい。 

 

【募集期間】 

2019年７月１日（月）〜９月２日（月） 

【スケジュール（予定）】 

全国優秀作品発表 2019年 11月中旬 ※発表時期は変更となる場合があります。 

【2018年度小中学生サラ川選手権 全国優秀作品】 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/syotyugakusei/index.html 

 

■全国 47 都道府県を応援！「地元サラ川」協働取り組み先募集中！ 

昨年に続き、今年も地域の課題に応じたテーマを設定し「地元

サラ川（ジモサラ）」コンクールに取り組んでいただける自治体のみ

なさまを募集しています。「お国自慢」や「健康増進」「振り込め詐

欺撲滅」など、サラ川を通じて、地域が抱える課題への関心及び共

感をいただくことで、解決に向けたお手伝いをさせていただきます。

昨年は、全国の自治体や警察のみなさまと協働し、8,329作品が

集まりました。地元紙や地元ＴＶ番組で取り上げられ、大いに盛り

上がりました。                                      

今回ベスト５位にランクインした『「やせなさい」 腹にしみいる 医者の声』も、「健康」をテーマに山形県と協

働した「やまがた健康川柳 2018」で応募された作品になります。 

協働を希望される自治体のみなさまは、お近くの第一生命までお問い合わせください。 

【2018年度地元サラ川入選作品】 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html 

 

 

 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/syotyugakusei/index.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html
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※15位・62位・80位・92位は同数のため同順位。 

※５位、47位は地元サラ川入選句。 

※川柳、雅号は、すべて応募者の表記にしたがっているため、一部当て字等での表記で掲載しています。 

※作品の著作権はすべて第一生命に帰属しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 
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第 32回「第一生命サラリーマン川柳コンクール」の概要 

★2018年９月～10月実施 応募作品数 43,691句（2018年度地元サラ川応募数含む） 

★2019年１月～３月 投票数 107,444票 

 


